
鳥取県病院局に勤務する職員のうち主要な職員の範囲を定める規則の一部を改正する規則をここに公布する。

平成19年３月30日

鳥取県知事 片 山 善 博

鳥取県規則第37号

鳥取県病院局に勤務する職員のうち主要な職員の範囲を定める規則の一部を改正する規則

鳥取県病院局に勤務する職員のうち主要な職員の範囲を定める規則（平成７年鳥取県規則第11号）の一部を次

のように改正する。

次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分（以下「改正部分」という。）を当該改正部分に対応する同表の改

正後の欄中下線が引かれた部分に改める。

改 正 後 改 正 前

地方公営企業法（昭和27年法律第292号）第15条第 地方公営企業法（昭和27年法律第292号）第15条第

１項ただし書に規定する主要な職員の範囲は、理事監、１項ただし書に規定する主要な職員の範囲は、理事監、

局長、課長（病院局総務課長に限る。）、参事、院長、 局長、課長（病院局総務課長に限る。）、参事、院長、

副院長、部長、副局長及び室長（新生児集中治療室及 副院長、部長、次長及び室長（中央放射線室、中央検

び中央滅菌材料室の室長を除く。）の職を占める職員 査室及び医療安全対策室の室長に限る。）の職を占め

とする。 る職員とする。

附 則

この規則は、平成19年４月１日から施行する。


